
国
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
の
誕
生

イ
ン
ド
の
民
族
宗
教

ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
の
誕
生

３
２
０
ご
ろ
～
５
５
０
年
ご
ろ
　
７
世
紀
前
半
　
　
　
　
８
世
紀
～
１３
世
紀
ご
ろ

グ
プ
タ
朝
　
　
　
　
　
ヴ
ア
ル
ダ
ナ
朝
　
　
ラ
ー
ジ
ブ
‥
卜
の
諸
王
朝

ラトプリ

】二（脚‐

ンガ

グプタ朝
ガンジス川中流域のマガダ地方から興り、

北インドを統一した。ヒンドゥー教をはじめ、
豊かなインド文化を築いた。

一
ヒンドゥー教には開祖はい

ない。ノ(ラモン教をもと

に民間信仰や仏教を吸収
しながら、自然に形成さ

れた民族宗教である。そ
の教義や儀式、文化習慣
は現代インドまで続いて

いる。

6世紀ごろ       
‐:~‐ 円

～
チャールキヤ朝        シンハラ王国

南インドを支配したチャールキ

ヤ朝は北インドの文化とともに |

ヒンドゥー教を受容した。パッ

タダカルに壮麗な寺院群を建立。

儡 現在のインドの宗教 八峯■ほ雀船昇鍵%載管顧?み習
下 翼財蟻で鰭鉛縣驚ま1 36イナ教(040/0)な どの宗教が混在しているのが、インドの現状である。(各宗教メ

現
代
イ
ン
ド
社
会
に

影
響
を
残
す

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
誕
生
と

カ
ー
ス
ト
制
度
の
確
立
。

イ
ン
ド
文
化
の
黄
金
期
に
、

民
衆
に
広
ま
っ
た
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教

４
世
紀
前
半
に
誕
生
し
た
グ
プ
タ
朝
は
、
一弗

３
代
目
の
王
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
２
世
の
時
代

に
北
イ
ン
ド
の
大
部
分
を
統

一
し
た
。
６
世
紀

半
ば
に
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
エ
フ
タ
ル
の
侵

入
に
よ
っ
て
衰
退
す
る
ま
で
、
地
方
分
権
的
な

統
治
を
続
け
、
東
西
交
易
で
繁
栄
し
た
。

当
時
す
で
に
仏
教

，
３５
参
照
）
や
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
出
現
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
て
い
た
バ
ラ
モ
ン

教
↑
３４
参
照
）が
、
民
間
信
仰
や
仏
教
を
取
り
込

み
な
が
ら
変
貌
し
て
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
へ
と
発
展

し
た
の
が
こ
の
時
代
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は

王
族
か
ら
民
衆
に
ま
で
広
が
り
、
王ヽ
に
ヴ
ィ
ン
ュ

ヌ
神
と
シ
ヴ
ァ
神
に
信
仰
が
集
ま
っ
た
。

グ
プ
タ
朝
は
ま
た
イ
ン
ド
文
化
の
黄
金
期
で

も
あ
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
の
聖
典
と
も
見
な
さ

れ
る
国
民
的
２
大
叙
事
詩
『マ
八
―
バ
ー
ラ
タ
』

『ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』や
、
生
活
規
範
を
記
し
た
『マ

ヌ
法
典
』
な
ど
を
生
み
出
し
た
ほ
か
、
天
文
学
、

数
学
、
医
学
が
発
達
し
た
。
と
く
に
数
学
で
は
、

ゼ
ロ
を
用
い
た
計
算
法
が
生
ま
れ
、
イ
ン
ド
数
字

や
十
進
法
と
と
も
に
、
の
ち
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

を
介
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
も
伝
わ
っ
た
。

ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
時
代
に

確
立
し
た
カ
ー
ス
ト
制
度

７
世
紀
前
半
の
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
朝
を
最
後
に
、

北
イ
ン
ド
は
小
国
が
分
立
・
抗
争
す
る
時
代
に

入
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
国
を
治
め
る
王
た
ち

は
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
（王
族
）
層
の
子
孫
を
意
味
す

る
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
（王
の
子
）
と
名
乗
る
こ
と
で
、

そ
の
王
権
を
正
当
化
し
た
た
め
、
ラ
ー
ジ
プ
ー

ト
時
代
と
よ
ば
れ
る
。

こ
の
王
た
ち
の
も
と
、
各
地
で
直
接
農
民
を
支

配
す
る
領
主
層
が
生
ま
れ
、
封
建
的
な
村
落
共

同
体
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
住
み
着
い
た
バ

ラ
モ
ズヽ
聖
職
者
）
層
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
た
り
し

な
が
ら
、
村
落
内
で
は
職
業
が
分
化
、
世
襲
化
さ

れ
て
、カ
ー
ス
ト
制
度
が
確
立
し
た
。
現
在
、
指

定
カ
ー
ス
ト
（不
可
触
民
）
と
よ
ば
れ
る
被
差
別

民
の
階
層
は
、
フ」
の
こ
ろ
か
ら
形
成
さ
れ
た
。
イ

ン
ド
社
会
を
特
徴
づ
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
！
教
と
カ
ー

ス
ト
制
度
は
、
ラ」の
時
代
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

■
・　
３
つ
の
宗
教
が
共
存
す
る

エ
ロ
ー
ラ
石
窟
群

７
世
紀
に
開
窟
さ
れ
た
工
ロ
ー
ラ
石
窟
群
に

は
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
、
いン
ャ
イ
ナ
教
と
３

つ
の
宗
教
の
石
窟
寺
院
が
南
か
ら
北
へ
、
イ
ン

ド
社
会
の
縮
図
の
よ
う
に
並
ん
で
共
存
し
て
い

る
。
こ
こ
が
、
イ
ン
ド
で
は
最
期
と
な
る
仏
教
の

石
窟
寺
院
で
あ
っ
た
。

こ
の
寺
院
群
の
な
か
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
カ

イ
ラ
ー
サ
ナ
ー
タ
寺
院
が
最
大
の
規
模
で
、
８

～
９
世
紀
ご
ろ
に
建
造
さ
れ
た
。


